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九
州
方
言
の
分
類
と
位
置

i

日
本
言
語
地
図
を
利
用
し
て
i

稲

川

順

一

一
、

は
じ

め

に

方
言

の
地
理
的
分
類

の
方
法

は
、
概
ね

い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
出
尽
く
し

て
い

る
と
思
わ
れ

る
が
、
筆
者

は
こ
の
小
論

で
、
日
本
言

語
地
図
を
利

用
し

て

一
つ

の
新
し

い
分
類
を
九
州
方
言
を
対
象

に
行
な

っ
て
み
た
い
。
同
時

に
九

州
方
言

と
中
国
地
方

(山

口
県
)
、
四
国
地
方

(愛
媛
県
、
高
知
県
)
と
の
比
較
を
行

い

そ

の
距
離
を
計
り
、
言

語
的

に
そ
れ
ら
と
ど
う
い
う
関
係

に
あ
る
か
を
示
し

て

行

き
た
い
。

二
、
方

法

ま
ず
九
州
か
ら
各
県

(福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
、
鹿
児
島
、
宮
崎

、
大

分
)

の
県
庁
所
在
地
と
福
岡
県

は
そ
れ

に
北
九
州
市
小
倉
区

の
計
八
地
点

を
選

ぶ
。
次

に
中
国
地
方
か
ら
は
九
州

に
近

い
山
ロ
県
山
口
市

、
同
下
関
市
、

四
国

か
ら
は
同
じ
く
九
州

に
近

い
愛
媛
県
松
山
市

、
高
知
県
高

知
市

の
計
十

二
地
点

を
選
ぶ
。

こ
れ
ら

の
地
点

で
、
あ
る
言
葉

に
対

し
て
ど
う
い
う
言

い
方
を
す

る

か
を
日
本
言
語
地
図
か
ら
抜

き
出

し
、

お
互

い
の
言

い
方
を
比
較
し

そ
の
相
対

的
違

い
を
点
数
化
す
る

こ
と
を
全
項
目

に
わ
た
り
お

こ
な

う

(点
数
化

の
方
法

に

つ
い
て
は
後
述
)
。

そ
の
点

数
を
総
計
す

る
と
あ
る
地
点
か
ら
見

た
時

の
ほ

か
の
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地

と
の
言
語
学
的
距
離
が
点
数
化
さ
れ
る
。

こ
れ
を
十
二

地
点

す

べ
て
に

つ
い
て
行
う
と
、
お
互

い
の
言
語
的
な
距
離
が
見
え

て
来
る
わ

け
で
、

こ
れ
に
よ

っ
て
、
相
対
的
な
関
係
が
数
字
化
さ
れ

て
出

て
来
る
の

で
、

お
互

い
の
位
置
関
係
が
明
確

に
分
か
る
わ
け

で
あ
る
。

但
し
、

こ
の
方
法

の
現
実
的
な
欠
点
は
日
本
言
語
地

図
が
、
全

て
の
項

目
に

対
し

て
常

に
同

一
地
点

の
報
告
が
行

わ
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う

こ
と

で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
本
稿

で
は
次
善

の
方
法

と
し
て
同

じ
市
内

の
別
地
点

で

報
告
が
あ
る
場
合

は
そ
れ
を
利

用
す

る
、

そ
れ

が
な

い
場
合

は
、

そ
の
地
点

に

最
も
近

い
地
点

で
の
報

告
を
利

用
す

る
、

と
い
う
妥
協
的
解
決
方
法
を
と

る
こ

と
に
し
た
。

こ
の
解
決
方
法

は
件
数
と
し

て
さ

ほ
ど
多
く
な
く
全
体
的
な
結
果

を
左
右
す
る
ほ
ど
の
弱
点

に
は
な
ら
な

い
と
思
わ
れ

る
。

次

に
規
準

と
し

た
各
地
点
と

そ
の
地
点
番
号
を
あ
げ
る
。

A

山

口
市

α
ω
。。
α
●㊤
。。

B

下
関
市

蕊
8

、嵩
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松
山
市

高
知
市

北
九
州
市

福
岡
市

佐
賀
市

長
崎
市

熊
本
市

大
分
市

宮
崎
市

鹿
児
島
市

ま
た
、

こ
の
点

数
化

に
よ
る
地
域
分
類

の
も
う

一
つ
の
欠
点

は
、
今

の
日
本

言
語
地
図

で
は
文
法

項
目

が
余

り
多
く
な

い
の
で
、

ほ
と
ん
ど
語
彙
面
か
ら

の

分
析

に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
点

で
あ

る
。

具
体

的

に
日
本
言

語
地
図

で
対
象
と
し
た
各
項
目
が
主
眼
と
し

て
い
る
分
野

(音

韻
、
文
法

、
語
彙
)
を
分

け
て
み
る
と
次

の
よ
う

に
な
る
。
(後

に
注

で
述

べ
る
よ
う
に
項
目

に
よ

っ
て
は
点
数
化
か
ら
削
除
し
た
も

の
が
あ
り
、
言
語
地

図
三
百
項
目

の
う
ち
、
利

用
し
た
の
は
二
四
四
項
目

で
あ
る
)

文
法

二
五
項
目

音
韻

一
六
項
目

語
彙

二
二
六
項
目

計

二
六
七
項
目

項
目
数

が
二
四
四
と
合
致
し
な

い
の
は

一
つ
の
項
目
が
文
法

と
語
彙

に
わ
た

る
場
合

は
二
回
数

え
た
か
ら

で
あ
る

(例
、
形
容
詞

「
お
お
き
い

(大

き
い
)
」

は

「お

お
き

い
」
と

い
う
か

「
ふ
と

い
」
と

い
う
か

の
他

に
例

え
ば
力
語
尾
を

使
う
か

ど
う
か
と

い
う
点
、
形
容
動
詞

「
き
れ
い
だ
」

は

「
き
れ
い
だ
」
と

い

う
か

「う

つ
く
し

い
」
「
り

っ
ぱ
だ
」
と

い
う
か

の
他

に

「
き
れ

い
だ
」
と

い
う

か

「
き
れ

い
じ

ゃ
」
と

い
う
か
ど
う
か

の
点
な
ど
)
。
ま
た
、

一
語
を

二
項
目

や

三
項
目

に
分
け

て
あ

る
場
合
も
あ
り
、
数
は
合
致

し
な
い
。

ま
た
、
語
彙
項
目

の
中

に
も
例
え
ば

「
こ
ま
か

い

(細

か
い
)
」
の
場
合
、
「
こ

ま

い
」
と

い
う
か

「
こ
め
え
」
と
い
う
か
の
違

い
が
あ

る
な
ど
、
か
な
り

の
頻

度

で
語
彙
と
音
声
と

の
両
面
か
ら
の
考
察

が
必
要
な
場
合
も
あ

る

(
こ
れ

は
上

記

の
二
六
七
項
目

に
は
含
ま
れ

て
い
な
い
)
。

次

に
、
具
体
的
な
点
数
化

の
方
法

で
あ
る
。
異
な

り
度
合

に
着
目
し

て
十
点

満
点

で
次

の
よ
う
に
点
数
化

を
行

う
。

音

韻
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表I 二地点間の相違度の点数化及びその百分率
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○
点
五
点
十
点

発
音
が
同
じ
場
合

似
た
様
な
発
音
で
あ
る
が
、
音
価
が
少
し
異
な
る
場
合

発
音
が
全
く
異
な
る
場
合

以
上
、

こ
の
三

つ
を
基
本

に
し
て
後

は
そ
れ
ぞ
れ
の
程
度

に
応
じ

て
点
数
化

す
る
。
語
彙
○
点
二
点
四
点

六
点
八
点

十
点

同
じ
形

の
場
合

語
尾

の
み
違

う
も
の

同
系
統
と
思

わ
れ
る
も

の
の
最
低

同
系
統

の
語

が
複
数
あ

る
場
合

の
最
低

同
系
統
と
異
系
統

の
語
が
同
時

に
あ
る
場
合

の
最
低

異
系
統

の
語
が

二

つ
あ
り
、

そ
の
う
ち

の

一
つ
の
語
尾

の
み
共
通

の

場
合
異
系
統

の
も

の

以
上
、

こ
の
五

つ
を

基
本

に
し

て
後

は
類
似

の
程
度

に
応

じ

て
点

数
化
す

る
。

三
、
点
数

化
に
よ
る
結

果

以
上

の
よ
う
な
方
法

で
各
地
点
間
相
互

の
相
違
度
を
点
数
化
す
る
と
表

「
の

よ
う
に
な

る
。
同
じ
枠
内

で
上
方

に
示
し

て
い
る
数
字

は
、
各
点
数
を
満
点

の

二
四
四
○
点

で
割

っ
た
も

の
で
左

の
地
点
と

の
相
違
度

の
%

で
あ
る
。

ま
た
、
地
図

に
よ
り

こ
れ
ら
各
地
点

の
直
線
的
距
離
を
調

べ
て
表

に
し
た
も

の
が
、
注

に
あ
げ
た
表

Ⅱ
で
あ
る
。

二
地
点
間

の
相
違

度
と
そ

の
距
離

の
関
係

を
検
討

す
る
た
め

に
表

I
と
表

Ⅱ

を
重

ね
合
わ

せ
た
も

の
が
、
次

の
図
1
～
図
12

で
あ
る
。
(
棒
グ

ラ
フ
が
相
異
度

を
示
し
、
折
れ
線
グ

ラ
フ
は
二
地
点
間

の
距
離
を
示
す
)

四
、
考
察

こ
れ
ら

の
図
を
良

く
見

て
検
討

す
る
と
、
言

語
的
相
違
度
と
地
理
的
距
離

の

間

に
な
ん
ら
か

の
相

関
関
係

が
あ
る

こ
と
が
判

る
と
思

わ
れ
る
。
以
下
、

こ
れ

ら

の
図

に
基
づ
い

て
考

察
を
進

め
よ
う
。

図
1
、
山
口
か
ら
み
た
場
合
。
類
似
度

の
高

い

(相
違
度

の
低

い
)
順

に
地

名
を
あ
げ
る
と
、
下
関

、
北
九
州
、
松
山
、
大
分
、
高
知
、
宮
崎
、
福
岡
、
佐

賀
、
熊
本

、
鹿
児
島
、
長
崎

と
な

る
。
下
関
、
北
九
州

の
類
似
度
が
高

い
の
は

距
離
的

に
言

っ
て
判

る
が
、
松
山

は
距
離

の
割

に
は
類
似
度
が
高

い
。

こ
れ
は

間
に
あ
る
の
が
か
な

り
の
部
分
海
な

の
だ
が
、

こ
こ
で
は
実
質
的
な
距
離

よ
り

も
、
言
語
的
な
距
離

の
方
が
近

い
と

い
え
る
。

つ
ま
り
、
中

国
地
方
と
四
国
地

方

の
言
語
的
距
離

の
近

さ
が
言
え
る

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
山
口
か
ら
み
て
の

高
知

の
場
合

に
も
言
え

る
。
大
分
と
福
岡
を
較

べ
る
と
、
距
離

は
ほ
と
ん
ど
同

じ
な

の
に
、
大
分

の
方
が
言
語
的
距
離
が
ず

っ
と
近

い
の
は
大
分

が
言
語
圏

と

し

て
山

ロ
に
近

い
と

こ
ろ

に
あ
る

の
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
海
上
交
通

の
頻
繁

さ
を

物
語
る
も

の
か
。
宮
崎
と
福
岡
を
比
較

す
る
と
、
宮
崎

の
方

が
地
理
的
距
離

の

わ
り

に
ず

っ
と
言
語

的

に
近

し

い
の
は
宮

崎

の
方

が
非
九
州
的

な

の
で
あ
ろ

う
。
あ
と
福

岡
、
佐
賀
、
熊
本
、
鹿
児
島
、
長
崎

は
地
理
的
距
離

の
割

に
相
違

度

が
大

き
い
。

こ
れ
は
こ
れ
ら
の
地
方
が
山

口
か
ら
言
語
的

に
遠

い
、
九
州
的

な
色
彩

を
強

く
持

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
く

る
の
で
あ
ろ
う
。
そ

の
中

で
も
鹿
児

島

は
地

理
的
な
距
離
と
言
語
的
相
違
度
が
比
例
し

て
い
る

の
は
鹿
児
島

言
葉

の

独
自
性
を
物
語
る
も

の
か
。
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図
2
、
下
関
か
ら
み
た
場
合
。
類
似
度

の
高

い
順

に
地
名

を
あ
げ
る
と
、
山

口
、
大
分
、
北
九
州
、
松
山
、
高
知
、
福
岡
、
宮
崎

、
熊
本

、
長
崎
、
佐
賀

、

鹿
児
島
と
な
る
。
山
口
が
占

め
る
位

置
は
そ
の
地

理
的
位
置

か
ら
言

っ
て
首
肯

出
来

る
が
、
大

分

は
そ

の
地
理
的

位
置

よ
り
も
か

な
り
言
語

的
類
似
度

が
高

く
、
北
九

州
の
地

理
的

な
近

さ
と
言
語
的

な
位
置
と
較

べ
る
と
対
象
的

で
、
大

分

と
下
関

の
言
語
的
近
似
性

が
目
だ

つ
。
山

口
か
ら

み
た
場
合

は
北
九
州
と
大

分

は
地
理
的
位
置
と
言
語
的
位
置
が
比
例
し

て
い
る
点
、
下
関
か
ら
み
た
場
合

と
違

う
。
下
関
と
大
分

の
海
上
交
通
が
盛

ん
で
あ

っ
た
と
言
え
る
か
。
松
山
、

高
知

は
地
理
的
距
離
よ
り
言
語
的
距
離

の
方
が
ず

っ
と
近
く
、
そ

の
言
語
圏

の

近
似
性
を
物
語
る

こ
と
、
山

口
か
ら
み
た
場
合
と
同
様

で
あ
る
。
福
岡
は
そ

の

地
理
的
近
さ
よ
り
も
言
語
的
相
違
度
が
目
だ
ち
、
言

語
圏
と
し

て
の
相
違

を
物

語
る

と
思
わ

れ
る
。
宮

崎

は
地

理
的
位
置

と
言

語
的

相
違
度

が
比
例

し

て
い

る
。
あ
と
熊
本
、
長
崎

、
佐
賀

は
地

理
的
位

置
に
較

べ
て
、
言
語
的
距
離

が
大

き
い

こ
と
は
福
岡
と
同
じ

で
そ
こ
に
そ
れ
ら
の
言
語
的
近
似
性
を
感

じ
る
。

そ

れ
に
比

し
て
鹿
児
島

は
両
者

の
関
係

が
よ
り
比
例
的
関
係

に
あ

り
、

そ
の
独
自

性
を
感

じ
さ
せ
る
。

図

3
、
松
山
か
ら

み
た
場
合
。
類
似
度

の
高

い
順

に
地
名
を
あ
げ
る
と
、
大

分
、
高

知
、
山

口
、
下
関
、
北
九
州
、
宮
崎
、
福
岡
、
熊
本
、
佐
賀
、
鹿
児
島
、

長
崎
と
な

る
。
大
分

の
言
語
的
近
似
性
が
高
知
よ
り
随
分
高

い
の
は
そ
の
間
に

豊
後
水
道
と

い
う
障
害
が
あ
る

こ
と
や
従
来

の
地
理
的
分
類
を
考
え
る
と

一
つ

の
新
し

い
発
見
と
言
え
る

の
で
は
な

い
か
。
も

っ
と
も
松
山

と
高
知

の
間

に
も

四
国
山
地
と

い
う
大
き
な
障

害
が
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
納
得

が
行

く
の
か

も
知

れ
な

い
が
。
山

口
、
下

関
、
北
九
州
、
宮
崎

が
松
山
と

の
間

に
海

が
あ

る

の
に
そ

の
地

理
的

な
距
離

よ
り
言
語
的
近
似
性

が
大

き
い
の
は
や
は
り
言
語
圏

と
し

て
の
ま
と
ま
り
を
感

じ
さ
せ
る
。
福
岡
、
熊
本
、
佐
賀
、
鹿
児
島
、
長
崎

は
地

理
的
距
離

と
言
語
的
相
違

度
が
比
例
し

て
い
る
と

い
え

よ
う
。

図

4
、
高
知

か
ら

み
た
場
合
。
類
似
度

の
高

い
順

に
地
名
を
あ
げ
る
と
、
松

山
、
大
分
、
下
関
、
山

口
、
北
九
州
、
宮
崎
、
福
岡
、
熊
本
、
佐
賀
、
鹿

児
島

、

長
崎
と
な

る
。
松
山
が
言
語
的
距
離
、
地
理
的
位
置
と
も

に
最
も
近
い
の
は
納

得

で
き
る
。
松
山
が
近
親
性
に
富
む

の
は
当
然

と
し
て
も
大
分
、
下
関
も
高
知

を
視
点
と
し
た
場
合
、
そ

の
地
理
的

距
離

の
割

に
言
語
的
類
似
性

が
高

い
。

ま

た
、
長
崎
が
地
理
的

に
も
言

語
的

に
も
相
違
度

が
群
を
抜

い
て
高

い
。
前
項

の

松
山
か
ら
み
た
場
合
、
各
地
点

の
松
山

と
の
言
語
的
類
似
度

が
高

い
の
に
対
し

て
、
高
知

か
ら
み
た
場
合

は
各
地
点

の
言
語
的
相
違
度
が
高

い
こ
と
が
判
り
、

二
者

を
較

べ
る
と
松
山

の
言
語
的
開
放
性

に
対
し

て
相
対
的

に
高
知

の
言
語
的

閉
鎖
性

が
判

る
。
も

っ
と
も

こ
れ

に
は
地
理
的
な
距
離
が
大
き

い
こ
と
を
考
え

る
と
当
然
か

と
も
思
わ
れ

る
。

図

5
、
北
九
州
か
ら
み
た
場
合
。
類
似
度

の
高

い
順
に
地
名

を
あ
げ
る
と
、

大
分
、
福
岡
、
下
関
、
山

口
、
松
山
、
佐
賀
、
熊
本

、
宮
崎
、
高
知
、
長
崎
、

鹿
児
島
と
な
る
。
大
分
は
そ

の
地

理
的

な
距
離

に
比

し
て
言
語
的
類
似
性

の
極

め

て
著
し

い
こ
と
が
目
立

つ
。

こ
の
二
地
区

は
言
語
的
類
縁
性

が
際
立

つ
と

い

え
よ
う
。
下
関
は
地

理
的
距
離

は
き
わ
め

て
近

い
の
に
言
語
的
距
離

は
そ

の
割

に
は
近
く
な
く
、

関
門
海
峡

が
間

に
あ

る
の
が
影
響
し

て
い
る
と

い
え
よ
う
。

山

口
に
も
似

た
こ
と

が
言

え
よ
う
。
松
山
、
宮
崎
、
高
知

は
地
理
的
距
離

の
割

に
言

語
的
類
似
性

が
高

い
。
近
親
性

に
富
む

の
は
、
群
を
抜

い
て
い
る
大
分
以

外

に
福
岡
、
下
関
、
山

口
、
松
山
な
ど

で
あ

ろ
う
。
佐
賀
、
熊
本
も
宮
崎

、
高

知
、
長
崎
、
鹿
児
島

に
比
し

て
そ
れ

ほ
ど
遠

い
と
は
言
え
な

い
。
鹿
児
島

は
地

理
的

に
も
言
語
的

に
も
遠

い
。
全
体
的

に
み

て
各
地
区
と

の
言

語
的
近
似
性

の

傾
向

が
大
き

い
と

い
え
よ
う
。

図

6
、
福
岡
か
ら
み
た
場
合
。
類

似
度

の
高

い
順
に
地
名

を
あ
げ

る
と
佐
賀
、
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図4高 知から見て 図1山 口か ら見て

松 大 下 山 北 宮 福 熊 佐 鹿 長
九 児

山 分 関 口 州 崎 岡 本 賀 島 崎

下 北 松 大 高 宮 福 佐 熊 鹿 長
九 児関
州 山 分 知 崎 岡 賀 本 島 崎

図5北 九州から見て 図2下 関から見て

大 福 下 山 松 佐 熊 宮 高 長 鹿
児分 岡 関

口 山 賀 本 崎 知 崎 島

山 大 北 松 高 福 宮 熊 長 佐 鹿
九 児

口 分 州 山 知 岡 崎 本 崎 賀 島

図6福 岡か ら見て 図3松 山から見て

佐 熊 北 大 長 松 下 高 山 宮 鹿
九 児

賀 本 州 分 崎 山 関 知 口 崎 島

大 高 山 下 北 宮 福 熊 佐 鹿 長
九 児

分 知 口 関 州 崎 岡 本 賀 島 崎
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図7佐 賀から見て図10大 分から見て

山

口

高

知

下

関

鹿
児
島

宮

崎

松

山

大

分

北
九
州

福

岡

熊

本

長

崎

長

崎

佐

賀

鹿
児
島

高

知

山

口

熊

本

福

岡

松

山

下

関

宮

崎

北
九
州

図8長 崎から見て図11宮 崎から見て

山

口

高

知

松

山

下

関

大

分

鹿
児
島

宮

崎

北
九
州

福

岡

熊

本

佐

賀

福

岡

長

崎

佐

賀

長

崎

下

関

高

知

北
九
州

熊

本

松

山

鹿
児
島

大

分

図9熊 本から見て図12鹿 児島から見て

山

口

高

知

下

関

松

山

鹿
児
島

宮

崎

北
九
州

大

分

長

崎

福

岡

佐

賀

山

口

下

関

高

知

福

岡

松

山

北
九
州

佐

賀

長

崎

大

分

熊

本

宮

崎
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熊
本
、
北
九

州
、
大
分
、

長
崎
、
松
山
、
下
関
、
高
知
、
山

口
、
宮
崎
、
鹿
児

島

と
な
る
。
佐
賀
、
熊
本

は
か
な
り
類
縁
性

が
高

い
と
言

え
、
中

で
も
熊
本

は

そ
の
地

理
的
距
離

の
割

に
言
語
的

に
近
し

い
。

あ
と
、
北
九
州
、
大
分
が
言
語

的

に
近

い
と
言

え
よ
う
。
長
崎

は
地
理
的
距

離

の
割

に
言
語
的

相
違

が
大

き

い
。
下
関
、
山

口
が
そ
の
地

理
的
距
離
が
近

い
割

に
言
語
的
距
離
が
か
な
り
遠

い
の
は
や
は
り
同
前
、
関
門
海
峡

の
影
響

で
あ

ろ
う
。
宮
崎
、
鹿
児
島

は
地
理

的
距
離

の
割

に
言
語
的
相
違
度

が
大
き
く
、
松
山
、
高
知

よ
り
も
類
縁
性
が
薄

い
と
言

え
る
の
は
面
白

い
。

図

7
、
佐
賀
か
ら

み
た
場
合
。
類
似
度

の
高

い
順

に
地
名
を
あ
げ
る
と
、
長

崎
、
熊
本
、
福
岡
、
北
九
州
、
大
分
、
松
山
、
宮
崎
、
鹿

児
島

、
下
関
、
高
知
、

山

口
と
な

る
。
長
崎

の
類
似
度

は
か
な
り
高
く
、
地
理
的
距
離

に
比
し

て
そ

の

言
語
的
類
縁
性

は
非
常

に
大
き

い
。
あ
と
熊
本
、
福
岡
も
か
な
り
近
し

い
と

い

え
る
。
大
分
、
松
山
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
下
関
、
高
知
、
山

口
は
相
違
度

の
方

が
大
き

い
。
北
九
州

は
類
似
グ

ル
ー
プ
と
非
類
似
グ

ル
ー
プ

の
丁
度
中

間

に
あ

る
。
下
関
、
山

口
が
そ

の
地
理
的
距
離

に
比
し

て
言
語
的
距
離

が
大

き
い

の
は

同
前
、
関
門
海
峡

の
影
響

で
あ
ろ
う
。
大
分
は
地
理
的
距
離

の
割
合

に
較

べ
言

語
的
相
違
が
大
き
く
、
九
州

の
中

で
も
グ

ル
ー
プ
を
別

に
す
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
宮
崎
、
鹿
児
島
も
同
じ
事
が
言
え
る
。
大
分
と
松
山

の
言

語
的
相
違
度

が

似

て
い
る
事
は
面
白

い
。
ま
た
、
高
知

よ
り
も
山
口
の
方

が
言
語
的
距
離

が
遠

い
の
も
面
白

い
。
全

体
的

に
見

て
比
較
的

に
他

の
方
言

と
の
相
違
度

が
高

い
の

が
判
る
。

図
8
、
長
崎

か
ら
み
た
場
合
。
類
似
度

の
高

い
順

に
地
名
を
あ
げ

る
と
、
佐

賀
、
熊
本
、
福
岡
、
北
九
州
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
大
分
、
下
関
、
松
山
、
高
知
、

山
口
と
な
る
。
佐
賀

と
の
類
似
度

が
極
め

て
高

い
事

は
図

7
に
見
た
と
お
り

で

あ

る
。
熊
本
と

は
似

て
い
る
と

い
え
よ
う
が
、
佐
賀

の
類
似
度

に
較

べ
る
と
そ

れ
程

で
は
な

い
。
あ
と
、
福
岡
、
北
九
州
、
宮
崎

、
鹿

児
島
、
大
分
、
下
関
、

松
山
、
高
知
、
山

口
は
む
し
ろ
言
語
的
距

離
は
大
き
い
と
言

え
る
。
九
州

以
外

の
四
地
点

は
言
語
的
距
離

の
遠

い
位

置
に
あ
る
。
特

に
山

口
の
場
合
、
地
理
的

距
離

に
比
し

て
言
語
的
相
違
度
が
高

い
。
全

体
的

に
見

て
他

の
地
点

と
の
言
語

的
相
違
が
目
だ
ち
、
比
較
的
孤
立
型

の
方
言

と
言

え
る
か
。

図
9
、
熊
本
か
ら
み
た
場
合

。
類
似
度

の
高

い
順

に
地
名
を
あ
げ

る
と
、
佐

賀
、
福
岡
、
長
崎
、
大
分
、
北
九
州
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
松
山
、
下
関
、
高
知
、

山
口
と
な
る
。
佐
賀

、
福

岡
と
の
近
縁
性

が
強
く
、
共

に
地
理
的
距
離
よ
り
言

語
的
類
似
性

の
方

が
高
い
。
長
崎
も

か
な

り
近

い
と

い
え
る
。
熊
本
か
ら
み
た

場

合

の
特
徴
的

な
こ
と
は
、
全
十

二
図

の
う
ち

で

一
番
言
語
的
距
離
と
地
理
的

距
離

と

の
比
例
度
合

が
規

則
的

で
例
外
が
少
な

い
こ
と

で
あ

る
。
九
州

の
中

で

は
鹿

児
島

が
幾

ら
か
地

理
的
距
離

に
比
し

て
言
語
的
距
離
が
遠

い
。

こ
れ
は
鹿

児
島

0
言
葉

の
独
自
性

に
よ
る
も

の
で
あ

ろ
う
。
例
外
と
言
え
ば
関
門
海
峡

の

あ
る
下

関
と
山

ロ
の
二
地
点
く
ら

い
で
他

の
海
を
隔

て
て
い
る
松
山
、
高
知
共

に

一
定

の
比
例
度
合
を
保

っ
て
い
る
。
熊
本

の
場
合
、
特
立
的
な

こ
と
は
、
従

来
言

わ
れ
て
い
る
程
閉
鎖
的
な
性
格

で
は
な

い
点

で
あ
る
。

図

10
、
大
分
か
ら

み
た
場
合
。
類
似
度

の
高

い
順

に
地
名
を
あ
げ
る
と
、
北

九
州
、
宮
崎
、
下
関
、
松

山
、
福
岡
、
熊
本
、
山
口
、
高
知
、
鹿
児
島
、
佐
賀

、

長
崎
と
な

る
。
北
九
州

の
言
語
的
位
置
が
群
を
抜

い
て
近

い
。

あ
と
宮
崎
、
下

関
、
松
山
が
類
似
性
が
高

い
。
以
上
四
者
は
地
理
的

距
離

に
較

べ
て
言
語
的
位

置
が
近

い
。
大
分

の
特
徴
は
今
回
問
題
に
し
た
他
の
地
点

と
の
地

理
的
距
離

が

比
較
的
等
し

い
こ
と
と
そ

の
地
理
的
位
置

の
せ
い
も
あ

っ
て
か
ど
の
方
言
と
も

言
語
的
類
似
性
が
か
な
り
高

い
点

で
あ
る
。
松
山
も
同

じ
よ
う

に
言
語
的
類
似

性
が
高
か

っ
た
が
、
大
分
は
そ
れ
よ
り
も
度
合

い
が
高
く
、
言
語
的
開
放
性
が

か
な
り
高

い
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、

そ
の
中

で
も
鹿
児
島
、
佐
賀
、
長
崎

は
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言

語
的
相
違
度

が
大
き
く
特

に
後

二
者

は
地
理
的
距
離

に
比
し

て
言
語
的
距
離

が
大
き

い
の
は
そ
の
方
言
系
統

の
違

い
を
大
き
く
感
じ
る
。
高
知
が
鹿

児
島

、

佐
賀
、
長
崎

よ
り
も
言
語
的
距
離
が
小
さ

い
の
は
驚
き

で
あ
る
。
下
関

、
山

口

が

さ
ほ
ど
言
語
的
位
置
が
遠
く
な

い
こ
と
は
、
前

に
述

べ
た
よ
う
に
こ
れ
ら
の

都
市
と

の
交
流
が
陸
伝

い
よ
り
も
海

を
使

っ
て
行

わ
れ
た
と
推
測

で
き

る
。

図
11
、
宮
崎
か
ら
み
た
場

合
。
類

似
度

の
高

い
順

に
地
名
を
あ
げ

る
と
、
大

分
、
鹿
児
島
、
松
山
、
熊
本
、
北
九
州
、
高
知
、
下
関
、
長
崎
、
佐
賀
、
山

口
、

福

岡
と
な
る
。
大
分
と

の
言
語
的
距
離
が
き
わ

め
て
近

い
。
あ
と

は
鹿
児
島
、

松
山
、
熊
本

が
比
較
的
言
語
的
類
似
度
が
高

い
か
。
特

に
松
山
、
高
知
は
地
理

的
な
距
離

の
割
合

に
言
語
的
距
離
が
近
く
、
海
上
交
通
が
頻
繁
だ

っ
た

こ
と
が

考

え
ら
れ

る
。
福
岡
と

の
言
語
的
距
離
が
最
も
遠

い
の
は
意
外

で
あ
る
。
し
か

し
宮
崎

は
全
体
的

に
見

て
大
分
を
除

い
て
他
地
区

に
対
し

て
言
語
的

に
閉
鎖
的

で
あ
る
点
が
特
徴
的

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

図
12
、
鹿
児
島
か
ら
み
た
場
合
。
類

似
度

の
高

い
順
に
地
名

を
あ
げ

る
と
、

宮
崎
、
熊
本
、
大
分
、
長
崎
、
佐
賀
、
北
九
州
、
松
山
、
福
岡
、
高
知
、
下
関
、

山

口
と
な
る
。
最
も
言
語
的

に
近

い
位
置

に
あ

る
の
が
宮
崎

で
、

そ
れ
も
他

の

図

と
較

べ
る
と
さ
ほ
ど
類
似
度

が
高

い
と
は
言

え
ず
、

そ
れ
以
外

の
地
点
と
言

え
ば
、
明

ら
か
に
相
違
度

の
方
が
高
く
、
鹿
児
島

の
言
葉
が
他

の
地
方
か
ら
如

何

に
隔
絶

し
て
い
る
か
を
物
語

っ
て
い
る
。

五
、
結

論

以
上
、

い
ろ

い
ろ
と
検
討
を
加
え

て
き
た
が
、
結
論

と
し
て
ま
と
め

た
い
。

今
ま

で
見

て
き
た

こ
と

で
お

の
ず
と
判

る
か
と
思

わ
れ

る
が
、
き
ち

ん
と
何

々

方
言
区
画
と

い
う
よ
う
に
別
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
何

よ
り
、
鹿

児
島

の
孤
立
性
と

い
う
こ
と

は
は

っ
き
り
と
判
る

の
で
あ
る
が
、
あ

と
は
、
微
妙

に
類
似
関
係
が
入
り
組
ん

で
い
る
。

こ
こ
で
似

て
い
る
か
似

て
い

な
い
か
の
線
を
あ
え

て
引
く
と
す
れ
ば
、
ど
う
も
36
%

の
線
が
両
者

を
分

け
る

線

に
な

り
、

そ
れ
以
上
は
似

て
い
な

い
、
そ
れ
未
満

は
似

て
い
る
と
言

え
そ
う

で
あ

る
。
尤
も

こ
れ
は
き
わ
め

て
便

宜
的

な
線

で
あ
り
、
何
も
絶
対
的
な
も

の

で
は
な

い
こ
と
言
う
ま

で
も
な

い
が
、
そ
の
36
%
未
満

と
い
う
こ
と

で
整
理
し

て
み
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
る
。

山
口
に
近
い
所

下
関
に
近
い
所

松
山
に
近
い
所

高
知
に
近
い
所

北
九
州
に
近
い
所

福
岡
に
近
い
所

佐
賀
に
近
い
所

長
崎
に
近
い
所

熊
本
に
近
い
所

大
分
に
近
い
所

宮
崎
に
近
い
所

鹿
児
島
に
近
い
所

下
関
山
口
大
分
松
山
大
分
佐
賀
長
崎
佐
賀
佐
賀
北
九
州

大
分
な
し

北
九
州

松
山

大
分

北
九
州

松
山

高
知

山
口

下
関

北
九
州

福
岡
熊
本
熊
本
熊
本
福
岡

下
関

山
□

松
山

北
九
州

大
分

福
岡

北
九
州

長
崎

宮
崎

下
関

松
山

福
岡の

こ
れ
か
ら
言
語
圏
を
構
想
す

る
と
ど
う
な
る
か
。

ま
ず
北
九
州
、
大
分
、
松
山
、
下
関
、
山

口
を

一
つ
の
ま
と
ま
り
と
す

る
大

き
な
言
語
圏
が
考
え
ら
れ

る
。
宮
崎
は
そ

の
中

の
大
分
に
対

し

て
だ
け
窓

を
開

い
て
い
る
。
高
知
は
松
山
と
小
分
類
を
作

る
。
次
に
長
崎
、
佐
賀
、
熊
本
を

一

ま
と
ま
り
と
す
る
大
き
な
言
語
圏
が
考

え
ら
れ
る
。
福
岡

は
右
記

の
二

つ
の
大

き
な
言
語
圏

の
中
間

に
位
置
す
る
。
鹿
児
島

は
さ
き
に
述

べ
た
よ
う
に
、
独
立

一29一



の
言
語
圏
を
作

っ
て
い
る
。

従
来
九
州
方
言
と
ま
と
め

て
呼
ば
れ
て
き
て
い
た
が
、

ア
ク
セ
ン
ト
を
考
慮

に
入
れ
な

い
で
も
必
ず
し
も
そ

の
よ
う
に
単
純

に
は
言

え
な

い
こ
と
が
わ
か

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

結
論
は
以
上
の
よ
う

に
な
る
が
、
こ
の
論
文

は

一
つ

一
つ
の
都
市
を
も

っ
て

各
地
区

の
代
表
と
し

て
い
る

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市

が
そ
の
地
区
を
言
語
的

に
完
全

に
代
表

し

て
い
る
と
は
言

い
切

れ
な
い
点

に
難
点

が
残

る
が
、

一
つ
の

見
方
と
し

て
の
価
値

は
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

注
以
下
、
省
略

し
た
図
を
あ
げ
る
。

図
18

図
19

図

23

図

㎜

図

囲

お
お
き
い

(
大
き
い
)
=

オ
オ
キ
イ
類

の
詳
細
図

お
お
き
い

(大

き
い
)
ー

デ
カ
イ

・
イ
カ
イ
類

の
詳
細
図

ち
い
さ
い

(小

さ
い
)
「

チ
イ
サ
イ
類

の
詳
細
図

ベ

ロ
の
意
味
ー
第

蝿

・
m

・
佃

・
鵬
図

の
総
合
図

く
る
ぶ
し

(躁
)

・
・
・
こ
れ

は
N

(無
解
答
)
が
多
か

っ
た

の
で

省

い
た

図

商

「
あ
ざ
」

「
ほ
く
ろ
」

の
総
合
図

図

鵬

お
ん
な

(女
)
「
卑
称

…

こ
れ

は
解
答
例
が
少
な
か

っ
た
の

で

省

い
た

図

描

お

て
だ
ま
あ

そ
び

(お
手
玉
遊
び
)

…

抽
出

不
能

が
多
か

っ
た

の
で
省
く

図

励

か
た
ぐ
る
ま

(肩
車
)
=

特
殊
な
名
称

…

解
答
例

が
少
な

く
省

く

図

魍

「
い
と

」

と

「
い

ど

」

と

の
総

合

図

(単位㎞)2点 間の距離表H
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図
靭
図
搦
図
m
図
酩
図
恥く

図
酩
図
観
図
㎜
図
㎜
図
㎜
図
脳
図
鵬
図
㎜
、

図
劉
、

図
獅
図
卿答
〃

図
劉
図
脇
図
蹴に
ノ

図
蹴点
粘

図
㎜

は
た

い
と

(機
糸
)

…

無
解
答
が
多

く
省

く

こ
あ
び

つ

(米
櫃
)
=

特
殊
な
名

称

…

解
答
例
少
な

く
省

く

は
ん
ま

い

(飯
米
)

…

「質

問
せ
ず
」
と
無
解
答
が
多
く
省
く

「
も
み
が
ら
」
と

「
ぬ
か
」

と
の
総
合
図

じ

ゃ
が
い
も

(馬
鈴
薯
)
=
特
殊
な
名
称

…

解
答
例
少
な
く
省

さ
と

い
も

(里
芋
)
ー

そ
の
2

…

解
答
例
少
な
く
省
く

「と

う

も

ろ

こ
し

」

と

「
と

う

が

ら

し

」

と

の
総

合

図

ハ
ヤ

シ

・
ヤ

マ
の
意

味

・

・

・
数

字

化

し

に

く

く
省

く

お

う

ま

(牡

馬

)

・

め

う

ま

(牝

馬

)

・

こ
う

ま

(子

馬

)

・

さ

か

な

(魚

)

・

・

謝

ひ

き

が

え

る

・

㎜
、

㎜

か

な

へ
び

(金

蛇

)

へ
び

お

た

ま

じ

ゃ
く

し

・

(蛇
)
「

ヘ
ビ
類

の
音
声
詳
細
図
=

・

く
省
く

か
ま
き
り

(蟷
螂
)
=

特
殊
な
名
称
1

・

す
ぎ
な

(杉
菜
)

・

コ
ケ

の
意
味
-

図
鵬
、

く
省
く

敬
称

語
尾

(
さ
ん

・
さ
ま
な

ど
)
ー
図

捌
、
魏
、
鰯
の
総
合
図

・

化
し
に
く
く
省

く

に
お
い

(悪
臭
)

…

無
解
答
地
区
が
あ
り
省
く

・
・

「
調
査
し

て
い
な
い
」
が
多

く
省

く

・
・

「
調
査

し
て
い
な
い
」

が
多

く
省
く

・
・

「
調
査

し
て
い
な
い
」

が
多
く
省
く

・
点
数
化

し
に
く
く
省
く

・
・
該
当
地
区

に
無
解
答
あ

り
省
く

・
・
点
数
化
し

に
く
く
省
く

…

省
く

・
・
該
当
地

区
に
無
解

・
・
無
解
答
多

く
省

く

・
・
無
解
答

多
く
省

く

捌
、

脚
、

踊
の
総
合
図
1

…

点
数
化
し

図

鵬

や
の
あ
さ

っ
て

(明
明
明
後

日
)

…

無
解
答
地
区
多
く
省
く

図

㎜

「
お
お
き

い
」
と

「
ふ
と

い
」
と

「
あ
ら

い
」
と

の
総
合
図

…

点

数
化
し

に
く
く
省

く

図
㎜

「
ち

い
さ

い
」

と

「
ほ
そ
い
」
と

「
こ
ま
か

い
」
と

の
総
合
図

図
獅

か

つ
ぐ

(担
ぐ
)
=
図

66
、

67
、

68
図

の
総
合
図

図
蹴

カ
ド
の
意
味

…

点
数
化
し

に
く
く
省
く

図

㎜
、

㎜

ほ
う

ほ
う

(ふ
く
ろ
う

の
鳴
き
声

)

…

点
数
化
し

に
く
く

省
く

図

㎜

ち

ゅ
ん
ち

ゅ
ん

(雀

の
鳴

き
声
)

…

点
数
化
し

に
く
く
省
く

31


